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節 .斬 首 馳 A S J
津島キャンパスの周辺には数多 くの古墳があ ります｡それ らの多 くは破壊 されていた
り､樹木が生い茂った りしていますが､1700年近 くを経た今 日でもなおその姿をとどめ
ています｡ これらの古墳 は日本列島で古墳が作 り始め られたときから連綿 と作 り続けら
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くの鉄製品を葬 ってお り､ その力の強大 さが
いっほん まつ こ ふん
うかがえます｡ また､一本松古墳 も鉄製品を
多 く持つ裕福 な首長の墓で した｡ 津島同大遺
跡では5世紀末頃の集落が見つか ってい ます
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一編集後記一
私たちは岡山大学構内遺跡の性格や遺跡が作られたきっかけを考える際には必ず周辺の遺跡
も合わせて検討し､歴史的な位置づけを行っています｡今回のセンター報では特にそうした過程
を皆さんに紹介することを目的とし､さらに皆さん自身で遺跡の見学ができるようにとガイドマ
ップ型式で編集しました｡皆さんも実際に遺跡を訪ね､私たちのまちの歴史を感じてみませんか｡
(野崎貴博)
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